
第
１
２
２
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
２

月
28
日
（
日
）
13
時
か
ら
開
会
さ
れ
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
９
名
の
方
々
か
ら

発
言
が
あ
り
、
職
場
の
労
働
条
件
に
関

わ
る
問
題
点
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
要
員
が
足
り
な
い
・
技
術
継

承
が
で
き
な
い
・
年
休
取
得
で
き
な
い
・

な
ど
中
心
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

エ
リ
ア
本
部
か
ら
、
武
笠
執
行
委
員

が
出
席
し
、
春
闘
情
勢
・
取
り
組
み
に

つ
い
て
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
開
会

し
、
議
長
に
直
江
津
の
酒
井
委
員
が
選

出
、
上
石
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
・

武
笠
執
行
委
員
の
あ
い
さ
つ
と
続
き
福

富
書
記
長
か
ら
方
針
提
起
、
そ
し
て
全

体
の
討
論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
長
あ
い
さ
つ

酒
井
委
員

と
き
メ
キ
鉄
道
に
出
向
し
て
い
る
。
原
発

を
無
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

在
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
柏
崎
・刈
羽
原

発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
だ
。
避
難
計
画
は
出
し

た
が
具
体
的
に
わ
か
ら
な
い
。
放
射
能
汚
染

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
。
廃
止
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

出
向
は
初
め
て
の
経
験
だ
。
出
向
先
は
こ

ん
な
に
大
変
だ
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

出
向
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
と
き
メ

キ
鉄
道
の
社
長
は
ワ
ン
マ
ン
だ
。
外
面
は
良

い
が
職
場
で
は
人
件
費
の
削
減
な
ど
労
働

条
件
は
厳
し
い
状
況
だ
。

３
月
ダ
イ
改
で
乗
務
員
の
行
路
が
変
更
さ

れ
る
。
乗
務
員
の
教
育
が
短
い
。
６
ヶ
月
現

場
教
育
で
本
線
乗
務
と
な
る
。
本
線
で
何

か
あ
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
会
社
は

乗
務
員
を
養
成
し
JR
か
ら
の
出
向
者
を
帰

す
の
で
は
な
い
か
。

北
陸
線
・ヒ
ス
イ
ラ
イ
ン
に
ト
ン
ネ
ル
が
あ

る
の
で
、
２
両
編
成
で
の
運
行
時
は
２
人
体

制
だ
が
、
ダ
イ
改
か
ら
ワ
ン
マ
ン
化
が
導
入

さ
れ
る
。
リ
ゾ
ー
ト
列
車
で
増
収
を
図
っ
て

い
る
が
会
社
は
人
件
費
を
削
減
し
て
い
る
。

全
体
の
意
見

○
支
部
の
凍
結
・
見
直
し
に
つ
い
て
地

本
の
考
え
方
や
分
会
の
体
制
に
つ
い
て

具
体
的
に
丁
寧
に
説
明
し
て
欲
し
い
。

職
場
の
業
務
体
制
の
見
直
し
・
要
員

が
足
り
な
い
状
況
だ
。
仕
事
が
廻
ら
な

い
。
助
勤
・
助
成
は
無
い
、
し
か
し
そ

れ
が
無
い
と
仕
事
が
で
き
な
い
。
技
術

継
承
も
で
き
て
い
な
い
。
退
職
さ
れ
る

社
員
か
ら
新
人
へ
技
術
が
引
き
継
が
れ

な
い
。
会
社
も
容
認
し
て
い
る
。
現
場

は
余
裕
が
無
い
・
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
だ
。

●
と
き
メ
キ
鉄
道
に
つ
い
て
12
月
22
日

団
交
を
し
た
。
回
答
は
予
想
ど
う
り
だ
っ

た
が
団
交
し
た
だ
け
で
も
成
果
だ
っ
た
。

JR
へ
申
し
入
れ
も
同
様
だ
。
直
接
、
と

き
メ
キ
鉄
道
へ
行
っ
て
交
渉
す
る
こ
と
。

当
事
者
が
団
交
に
出
席
し
な
い
と
要

求
が
通
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ダ
イ

ヤ
上
は
良
く
な
っ
た
。
Ｐ
ａ
ｎ
集
電
舟

ス
リ
板
の
凍
結
が
あ
っ
て
要
員
体
制
を

変
更
し
た
が
、
こ
れ
は
初
め
か
ら
わ
か
っ

て
や
っ
た
こ
と
だ
。
団
交
の
交
渉
内
容

か
ら
当
事
者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
。
上

越
線
・
信
越
線
な
ど
無
人
駅
が
多
い
が

ワ
ン
マ
ン
化
が
提
案
、
導
入
さ
れ
る
。

３
月
16
日
の
団
交
で
は
遅
い
の
で
は
な

い
か
。

○
地
方
線
の
問
題
・
北
陸
線
が
第
３
セ

ク
タ
ー
に
な
っ
た
。
本
線
で
事
故
が
あ
っ

た
場
合
の
指
揮
命
令
系
統
に
つ
い
て
徹

底
し
て
い
る
の
か
検
証
を
。
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昨年の大会以降、運動を展開してきた

が、拡大は達成していない。拡大に向け

て奮闘しよう。国内情勢は、安倍内閣は

憲法改正を訴えている。2000万人署名を

成功させ戦争法を廃止しよう。原発問題

は、前段の春闘学習会で学んだ。原発は

廃止しなければならない。

労働法、年金、ＴＰＰ、沖縄辺野古基

地問題、消費税増税、など問題がある。

そして、閣僚や自民党議員など問題発言

が多くなっている。今の安倍内閣は余裕

が無い状況だ。

職場は、委託化が進んでいる。職場で

は事故が多発している。ＪＲの安全・安

定輸送などＪＲ本体が守っていかなけれ

ばならない。

ストの準備指示が出された。地本も体

制を整えていく。集会の開催や現場長へ

の要求の申し入れなど取組みを、職場か

ら地域へ運動を広げていこう。

支部の凍結について、継続していく。

具体的な方向性を示していく。国労７０

周年にふさわしい取組みをしていこう。



と
き
て
つ
の
経
営
に
つ
い
て
・
青
年
18

キ
ッ
プ
が
使
え
な
い
。
列
車
通
過
で
使
え

る
と
こ
ろ
と
使
え
な
い
線
区
と
あ
る
が
、

と
き
て
つ
は
使
用
で
き
な
い
。
会
社
へ
使

用
で
き
る
よ
う
要
求
し
て
欲
し
い
。

貨
物
会
社
は
、
レ
ー
ル
使
用
料
な
ど
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
黒
字
に
な
っ

て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
ら
な
い
。

緊
急
時
の
体
制
に
も
交
渉
を
お
願
い
し
た

い
。

●
16
春
闘
は
ス
ト
を
背
景
に
取
り
組
む
姿

勢
で
支
部
と
し
て
も
態
勢
を
つ
く
っ
て
い

く
。
３
・
14
に
春
闘
行
動
を
展
開
す
る
。

課
題
を
掲
げ
て
集
会
を
18
時
30
分
か
ら
開

催
し
そ
の
後
、
新
潟
駅
前
を
デ
モ
行
進
を

実
施
す
る
。

支
部
凍
結
・
概
略
的
に
は
、
具
体
的
に

項
目
を
書
き
出
し
て
か
ら
分
代
を
開
催
す

る
。
先
に
凍
結
し
た
支
部
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。
丁
寧
に

や
っ
て
い
く
。

出
向
の
問
題
・
技
術
継
承
が
で
き
て
い

な
い
。
電
車
の
Ｐ
ａ
ｎ
集
電
舟
な
ど
作
成

し
て
い
る
・
鉄
道
整
備
に
委
託
さ
れ
て
い

る
。
作
成
す
る
人
が
い
る
の
か
、
い
な
い

の
か
、
技
術
継
承
が
や
ら
れ
て
い
の
か
疑

問
だ
。

北
越
急
行
の
車
両
な
ど
車
輪
旋
盤
が
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
で
き
る
人
が
い
る
の
か
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
で
要
請
が
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
す
る
の
か
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
へ
の
技

術
継
承
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
職
場
に
要
員
が
い
な
い
。
欠
員
状
態
で

仕
事
を
し
て
い
る
。
交
番
検
査
の
要
員
が

足
り
な
い
の
で
技
術
継
承
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
交
番
検
査
Ｂ
の
要
員
が
い
な
い
。

欠
員
状
態
な
の
で
技
術
管
理
の
担
当
者
が

補
充
さ
れ
て
い
る
。

工
具
の
置
き
忘
れ
が
多
発
し
て
い
て
共

用
工
具
は
、
す
で
に
管
理
さ
れ
て
い
る
が

個
人
工
具
に
つ
い
て
も
調
査
し
管
理
が
強

化
さ
れ
る
。
本
社
・
支
社
が
現
場
へ
調
査

点
検
に
入
る
。

●
要
員
の
問
題
・
職
場
で
年
休
が
取
得
で

き
ず
流
し
て
い
る
。
若
い
社
員
は
研
修
な

ど
あ
っ
て
勤
務
は
厳
し
い
状
況
だ
。

職
場
の
社
員
が
年
休
が
入
ら
な
い
と
相

談
さ
れ
た
。
社
員
５
人
、
２
コ
年
休
を
流

し
た
。
保
存
休
制
度
に
つ
い
て
駅
長
に
説

明
す
る
よ
う
求
め
た
。
職
場
は
年
休
に
つ

い
て
不
満
が
あ
る
。
４
月
に
東
京
か
ら
転

勤
し
て
く
る
が
欠
員
状
態
は
続
い
て
い
る
。

○
職
場
で
は
、
夏
季
に
Ｓ
Ｌ
が
運
行
す
る

の
で
年
休
が
入
ら
な
い
。
Ｓ
Ｌ
の
運
行
は

11
月
に
終
了
す
る
の
で
12
月
か
ら
年
休
消

化
が
集
中
す
る
。
特
休
も
消
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
年
休
も
請
求
す
る
。
現
場

長
は
現
状
に
つ
い
て
監
査
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ワ
ン
マ
ン
運
転
が
磐
越
西
線
や
米
坂
線

で
運
用
。
最
初
は
新
潟
〜
馬
下
間
だ
け
だ
っ

た
。
ト
ン
ネ
ル
は
ワ
ン
マ
ン
運
転
さ
せ
な

い
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
運
行
さ
れ
て

い
る
。

●
ワ
ン
マ
ン
化
で
車
掌
が
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
行
路
が
複
雑
に
な
る
。
列
車
通
勤
で

行
き
は
、
幹
線
通
勤
が
認
め
ら
れ
て
い
る

が
帰
り
は
在
来
だ
。
帰
り
も
幹
線
利
用
を

認
め
て
欲
し
い
。
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１９４６年２月２７日に国労が片

山津で結成された。本日は２８日そ

の翌日だ、決意を新たにがんばって

いこう。日本国憲法は１９４６年１

１月３日に公布、翌年５月３日に施

行された。組織的にも大衆的にも前

進するよう訴える。 国鉄新聞に７０年のこれまでの闘いが特

集されている。それを継承発展していくことが課題だ。

１６春闘・マスコミ関係は、アベノミクス３年目で将来への

不安を示している。安倍内閣支持は４２％で不支持は５７％。

景気回復しないが６５％となっている。富の再分配することが

記載されている。

ベースアップが厳しい状況だが今年は年収をベースとして話

されている。国労は１５０００円のベースアップを要求した。

２月１２日ＪＲ各社へ統一要求を出した。国労本部は闘争指示

３９号を発し第１次ゾーンを３月１日～９日・第２次ゾーンを

３月１０日～１６日とし回答指定日を３月１６日とした。

最終交渉では、西日本が３月３日・東海は３月１０日・東日

本は３月１１日となっている。大衆運動は３月４日、国労青年

部女性部家族会中央行動・３月１０日～１１日・国労中央行動

は３月１０日。

スト準備体性の確立・闘争指示５３号を発した。３月１日か

ら第１次、第２次ゾーンが設定されている。集会、宣伝行動な

ど職場での取組みを強化し組織拡大を結合して取り組んでいく。

各エリア本部は交渉の強化をするとともにストライキ準備を進

めていく。

ストライキ準備・会社、勤務など全体の把握をしてシュミレー

ションをすること。２年前「国労本部・労働者の権利」をもと

にしてシュミレーションをすること。地方本部の決意でやるこ

と。いつでもストライキが打てるようにすること。３月７日の

戦術委員長会議で判断される。早急に意思統一を図ること。エ

リア本部は闘争委員・戦術委員を任命、中央の委員会の推移で

開催するか判断する。各地方で職場集会を取り組むこと。

労働条件に関わる協約について・乗務員、諸手当の交渉がは

じまる。春闘の闘いの中で取り組まれる。８月１１日が「山の

日」になった。エリア本部は特休を増やすよう要求していく。

組織拡大・大宮で拡大。大会以降１１名になった。エルダー

組合員は年間３００名卒業する。現状維持にならない。早急な

課題だ。出向先・エルダーやプロパーの組織化を進めていく。

人のつながりや労働組合の存在意義を訴えていく。

東日本でアンケート調査を実施中、３５０名がアンケート調

査に答えた。６０～７０名が他労組平成採がアンケートに答え

た。国労組合員一人ひとりが他労組へアンケートを訴えている。

そこから国労加入へ結び付けていく。大宮車両所では日貨労役

員が職場オルグ、国労と話をするなと言っている。国労加入し

た人が、さらに国労加入を訴えている。拡大した人がさらに拡

大している。国労７０年の節目から、奮闘していく。

地方ローカル線・只見線、山田線が復旧していない。国民の

足をどう守るのか。委託職場の実情を利用者に訴える。人が物

を作り、車両が駅を動かす。人が憲法を維持し、移動権を守る

闘い、運動を進めていくこと。

会社への交渉だけでなく大衆運動、世論の大きな力があるこ

と。世論を要求と結合して前進させていくこと。


